

























有機物質の特徴は， (1)柔らかさ， (2)物質設計の可能性， (3)低次元性， (4)電子間クーロン相
関である。電子物性を探求する上で， (1)と(2)の特徴は大きい役割を果たす。
柔らかさの指標としてヤング率は，アルミニウムでは6.8x 101ON/m2，鉄は2X 1011であるが，


































ゃんQ-f， χ(Q) =一乞 T 可




ρ(Q) =χ(Q)V(Q) (2) 



































































=土e2i r VkiVkj dSp 


























図5:山地・八木のモデル。 (a)波数空間における電子の軌跡， (b)実空間における電子の軌跡， (c) 
特定の磁場方位のもとで実空間における電子の軌跡。
3次元的フェルミ面の存在の下で磁場の下での電気伝導率は次式で与えられる。
内j=以下(-型企)Vkj(Q){O川 (t片付t (4) 
















図 6:(TMTSFhPF6の結晶構造。 (a)l次元軸に沿って見た図， (b)分子柱を横から見た図。
2 有機超伝導の様相







TMTSF系超伝導体は特異な温度一圧力一磁場相図を持つことが明らかになった。 (W.Kang et 




BEDT-TTF系の超伝導 1984年に Yagubskiiらによって， 2次元性を持っか(BEDT-TTFhI3 
の超伝導が発見され，これ以後， 100種類を超える BEDT-TTF系超伝導体が合成されたが，それ
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性を持つことが示唆された。 (K.Ichimura et al. Physica C 282-287 (1997) 1895， J.Supercond. 




ある可能性が指摘されている。 (K.Izawa et al. Phys. Rev. Lett. 88 (2002) 027002) 
さらに 1次元性をもっ (TMTSFhPF6では，超伝導状態でも磁化率が減少しないことが発見さ
れ，クーパ一対がp波対称性を持つとともに，s = 1のスピンをもっ 3重項状態にあることが発
見された。(1.J. Lee et al. Phys. Rev. Lett. 88 (2002) 017004) (原理的に同様の3重項超流動







































態間の関係が明らかになるとともに，さまざまな新規な現象が発見されている。 (Maesatoet al. 
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図 10:さまざまな圧縮法














Orgαnic Superconductors: Ishiguro， Yamaji， Saito (Springer， 1998) 
低次元導体: 鹿児島誠一編著(裳華房， 2000) 
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